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【第９４号発刊にあたって】 
第９４号は、平成２２度の全国中学校体育大

会・女子走り高跳びで２位に輝いた宇田川萌乃

香選手（仁多中）を指導された糸原保弘教諭（仁

多中）にご登場いただきました。 
宇田川選手が数々の栄光に至る過程や指導法・

指導観等について語っていただきました。 
 
【プロフィール】 

H 2年度   島根大学教育学部卒 
H 3 ～H 9 益田東中学校勤務 
H10～H16 仁多中学校勤務 
H17～H19 大東中学校勤務 
H20～現在 仁多中学校勤務 

【主な指導実績】 
《全国中学陸上》 

H15 男子三種Ａ     出場 
H16 男子３０００ｍ   出場 

     男子砲丸投     出場 
H18 女子８００ｍ    出場 
H19 女子８００ｍ    準決勝進出 
H21 女子走高跳     決勝進出 
H22 女子走高跳     ２位 

《中国中学陸上》 
H15 男子三種Ａ     優勝 
H16 男子３０００ｍ   優勝 

男子砲丸投     優勝 
     男子１１０ｍＨ   ３位 
     男子走幅跳     ４位 

H17 ２年男子１５００ｍ ４位 
H19 女子８００ｍ    ３位 
H21 女子走高跳     ２位 
H22 女子走高跳     優勝 

     ２年男子１５００ｍ ５位 
《その他》 

H15,16 全国中学駅伝 男子出場 
H16 ジュニアオリンピック 

      男子３０００ｍ  4位 
H22 ジュニアオリンピック 

      女子走高跳    優勝 
      男子走幅跳    ３位 

 
  『生徒に学んだ２０年』 

 
奥出雲町立仁多中学校 

教 諭  糸 原 保 弘 

 

ジュニアオリンピック陸上Ａ（中３）女子走

高跳の競技が終盤にさしかかった頃、自分の試

技を待っていた宇田川が怪訝な顔をしてスタン

ドにいる私の方を見ました。全日中を１ｍ７２

で制した千葉の選手が、隣のピットで１ｍ６１

を失敗、競技終了となったのです。その後、１

ｍ６４をクリアして１ｍ６７に挑んだ６選手の

うち、クリアしたのは宇田川だけ。あっけなく

優勝が決まってしまいました。「勝つ時というの

はこんなものなのだな。」と、不思議な気持ちで

した。当の本人はというと、さすがに優勝が決

まった後の１ｍ７０の１回目は気が緩んだよう

な跳躍で失敗。しかし、２回目にクリアすると、

大会記録を１ｃｍ上回る１ｍ７３も２回目にク

リアし、見事に全日中２位（１位と同記録）の

リベンジを果たしたのでした。 

  

今回、この原稿依頼を受けた際、私は「トッ

プコーチ」という名前に尻込みし、一度は断ろ

うと思いました。今回の結果は私の指導という

より本人の素質と努力の賜物だからです。しか

し私自身のこととして考えると、宇田川の成長

を見てきた３年間は、私が教員になり陸上競技

の指導に携わってきた２０年間の集大成である
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と気づきました。私が曲がりなりにも日本一を

目指す選手と共に歩むことができるようになっ

たのは、今まで出合った生徒達から学んだこと

のおかげなのです。当たり前のことばかりでは

ありますが、恥を承知でその中でも特に大きな

三つのことについて述べさせていただきます。 

 

《信じること》 

平成１０年４月、母校でもある仁多中学校に

赴任しました。それまでの７年間も陸上部を担

当してはいましたが、まだ自分が競技すること

の方に楽しさを感じており、生徒にはろくな指

導ができていませんでした。そのような甘えた

感覚で副顧問となった私にとって、仁多中陸上

部の活動は毎日が驚きの連続でした。 

顧問の中尾健二先生の指導のもと、練習は毎

日が真剣勝負そのもの。およそ 80 人の部員が

400m トラック一杯に広がり、厳しいメニュー

に必死になって取り組んでいました。何より驚

いたのは、6 月以降の生徒の伸びでした。やっ

とのことで県総体への出場権を獲得した生徒が、

本番で自己ベストを大幅に更新して 6位に入っ

てしまうのです。（そこにはさまざまな「中尾マ

ジック」があるのですが、本人の承諾を得てい

ないので割愛します。）自分なりに選手を見る目

を持っていると思っていた私は、目から鱗が落

ちる思いでした。その年、県総体男女総合優勝。

その後も全国中学駅伝 3位（県勢最高成績）な

ど輝かしい成績を残しました。目標を持ち、自

分がすべきことを具体的に自覚した時、中学生

は大人の想像をはるかに超える伸びを見せるこ

と、指導者も選手自身もそれを信じることが大

切であることを学びました。 

《向き合うこと》 

 平成１４年、中尾先生が転勤。部員に衝撃が

走りました。私にとってもそれは同様。それで

もシーズンは容赦なくやってきます。全く自信

はありませんでしたが、中尾先生の後を引き継

ぐ形で顧問になりました。始めのうちは、形だ

け中尾先生の真似をしようとして、ひたすら生

徒に厳しく接することしかできませんでした。

そんな指導では生徒はついてくるわけもなく、

焦るばかりでした。 

 ２年目に入る頃からようやく活動が軌道に乗

り始め、自分なりの指導ができるような「気分

になって」きました。しかし、全国通信陸上で

3 位に入り、ランキング 5 位で臨んだ北海道全

日中では、選手の緊張を解きほぐしてやれず、

惨敗。３年目、松原健太（現東農大）を擁して

入賞を目指した全国駅伝では選手起用に迷い、

生徒の気持ちにわだかまりを残したままレース

を迎えさせてしまい、これまた残念な結果に終

わってしまいました。大きな大会で生徒の力を

出し切らせることができなかったのは、普段か

ら生徒と 1対 1で向き合っておらず、一方的に

必要なことを伝えるだけで指導した気になって

いたからであると、その時気づきました。 

 平成１７年に大東中へ転勤し、幸いなことに

ここでも陸上部を担当させていただくことがで

きました。当時の陸上部は部員数が少なく、さ

らに「自分たちはマイナー部活だから、活躍な

んてできっこない」と思っている生徒もいるよ

うな状況でした。仁多中の生徒からたくさんの

ことを学んできた私にとってこの状況は許せる

ものではありませんでした。３年間で県総体男

女総合３位に入る！と心に決め、まずは誰より



 

も早くグラウンドへ出ることから始めました。

そして、長距離パートのやる気のある何人かに

「県駅伝で優勝を目指そう！」と呼びかけ、グ

ラウンド横にミニ・クロカンコースを作って練

習をしました。生徒と一緒になってコース整備

をしたり、一人ひとりと向き合って意欲を高め、

練習方法を工夫したりするのが楽しかったこと

を覚えています。県駅伝の結果は 2位でしたが、

心地よい充実感を感じることができました。２

年目からは大谷弘志先生が加わって、私の足り

ない部分を補って下さいました。そして迎えた

３年目の平成１９年、県総体男女総合３位とい

う目標を達成することができ、生徒とともに嬉

し涙を流すことができました。 

 

《教えすぎないこと》 

 平成２０年に２度目の仁多中勤務がスタート。

それまでの経験から自分の指導スタイルを作っ

たつもりになっていた私は、自信を持って（自

信過剰で）陸上部の指導を始めました。このと

き宇田川が入学。同学年には素質ある生徒が多

く、3 年後にはリレー、駅伝、複数の個人種目

で全国が狙えると期待に胸が膨らみました。  

 宇田川は 1年生ながら１ｍ５１を跳び、県総

体で 3位に入賞。同じ 1年生で女子１００ｍに

出場する選手と２人で中国大会へ出場すること

になりました。初めて大きな大会に出場する２

人に、私は今までの経験を生かしてあれこれと

指示を与えました。その時の指示の内容は間違

いではなかったはずですが、まだ１年生の２人

には難しすぎることであり、ほとんど理解でき

ていなかったようです。結果も県総体に遠く及

ばず。ここで気づくべきだったのですが、自信

過剰の私はその後も自分の知識と経験を押し付

ける指導を続けてしまいました。 

2 年生になり、順調に記録を伸ばした宇田川

は全国大会出場を決めました。しかもその記録

１ｍ６３は、順当にいけば 8位入賞が可能な記

録です。私は一人で舞い上がっていました。2

年生で入賞できたら、3年生で日本一が狙える、

と。そしてまたもあれこれと知識を押し付ける

指導をし、全日中へと向かいました。他校の指

導者に負けまいと、一本一本コーチャーズボッ

クスへ呼びつけて注意を与え、予選を突破。決

勝へ。その決勝の舞台、これを跳べば入賞確実、

という高さ（１ｍ６４）になり、珍しく本人が

自分の方からコーチャーズボックスへ寄ってき

ました。 

「先生、バーが自己ベストまで上がりました。

踏み切り位置を下げるんですか？」 

一瞬、頭が真っ白になりました。それは前日

に指導したことでした。本人は冷静にそのこと

を覚えていて、確認しに来たのですが、その時

私はそのことを考えていなかったのです。それ

までの跳躍は踏み切り位置がピッタリ合ってい

たのですが、前日に指導していたこともあり、

私は「そうだ、予定通りだ」と言ってしまいま

した。結果は失敗。降り際に足でバーを引っ掛

けてしまったのです。勝負に「たら、れば」を

語ることは無意味だといいますが、助走を下げ

たためにバーに届かない跳躍になってしまった

のは事実です。私は自分の見る目のなさと知

識・経験のいい加減さを思い知りました。 

せめてもの救いは、1 学年上の選手たちの息

が詰まるような優勝争いを目の当たりにした彼

女が、来年は自分があんなパフォーマンスをし



 

て日本一になりたいという目標をはっきり持っ

てくれたことです。 

あれから１年。女子キャプテンになり、嫌い

だったスプリント練習にも積極的に取り組み、

冬の故障も乗り越えて一段とたくましくなった

宇田川には、あれこれ細かいことを指示する必

要もありませんでした。何より私自身が選手の

力を信じ、練習で指導者の意見と本人の感覚を

すり合わせ、必要なことのみを教えるというス

タンスで指導にあたることができるようになり

ました。全日中の時に私がやったことといえば、

少しでも涼しい場所を探してテントを建てたこ

とと、周りを気にせずアップができる場所を探

したこと、競技中のめり込みすぎて水分不足に

ならないように時々声をかけたことぐらいでし

た。残念ながら優勝は逃しましたが、１ｍ７２

を先に跳ばれた後の１ｍ７５への挑戦は明らか

に優勝した選手よりも果敢で力強く、「やはり、

中学生の可能性は無限だ」と感動させられるも

のでした。 

 

自分の書いた文章を読み返し、改めて恥ずか

しさがこみ上げてくると同時に、今まで私の力

不足のせいで十分な指導がしてあげられなかっ

た生徒たちに申し訳なく思います。一方で、た

くさんのことを教えてくれ、私を成長させてく

れたことに感謝し、これからの指導に生かして

いきたいと思っています。今回このような機会

を与えてくださった県体協の方々にも感謝申し

上げ、筆を置きます。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

今月のことば 

川内優輝選手の東京マラソン優勝に思う 
２月２７日、東京マラソンで日本勢トップ

の好記録でゴールした川内優輝選手が一躍脚
光を浴びた。このことが多くの選手に努力の
素晴らしさや自分にも出来るかも知れないと
いう可能性を感じさせたに違いない。 
彼は県立高校の事務職員としてフルタイム

で働きながら、通勤はランニングで、練習は
朝の２時間を工面し、土日は３５㎞走や登山
道を走り、自分流の練習で世界選手権出場内
定第１号となった。 
高校を卒業してマラソンに的をしぼり、ひ

たすら自分と向き合い、自分流を極めた強い
信念と覚悟に敬服する。 
３９㎞あたりから見せたラストスパートは

凄かった。あのラップは優勝したハイル・メ
コネン（エチオピア）選手を上回っていたら
しい。ゴールで倒れて医務室に運ばれ、そこ
で「死ぬ気で走ってます」と話したそうだが、
彼の強い信念と覚悟が伺える。 
そして、翌日普段どおりランニングで通勤

して仕事についたそうだ。おそらく実業団の
選手は休養日であっただろう。 
 このことから、実業団のプロ選手が何故負
けたのか。何故日本のマラソン選手が世界か
ら離されつつあるのか、何か見えるような気
がする。 
それは、「日本型集団指導の弱点」というこ

とではないだろうか。駅伝というチームイズ
ムをとことん植え付けられ、与えられたプロ
グラムと一斉練習で個性や成長のチャンスが
潰されていると感じざるを得ない。 
先の１月３０日、大阪国際女子マラソンで

優勝した赤羽有紀子選手も夫・周平コーチと
個の指導で成功した選手。近年世界に羽ばた
いた選手を見ると、北島康介（水泳）、浅田真
央・髙橋大輔・安藤美姫（スケート）、末續慎
吾（陸上）・・等いずれも主体性を重んじた個
の指導や自分流で輝いた選手だ。 
しかし、このことは実業団ばかりではない。

中学や高校の部活動にしても、同じようなこ
とが言えるのではないだろうか。日本型集団
指導は選手を効率よく指導するには手っ取り
早いかもしれないが、個の重視や尊重がそこ
に無ければ高いレベルへ育っていかない。そ
んなことを川内選手が教えてくれたような気
がする。 

 

競技力向上統括アドバイザー 
        荊 尾  俊 


